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平
成
23
年
５
月
８
日
、
三
井
ガ
ー
デ
ン

ホ
テ
ル
柏(

天
空)

に
お
い
て
第
９
回
柏
地
域

支
部
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

猪
瀬
千
葉
県
西
部
支
部
長
は
じ
め
、
西

部
支
部
所
属
の
地
域
支
部
よ
り
来
賓
を
迎

え
、
40
名
の
会
員
が
出
席
し
ま
し
た
。
総

会
で
は
22
年
度
の
事
業
・
決
算
・
監
査
報

告
、
23
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
を
審

議
し
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

つ
づ
い
て
開
催
さ
れ
た
講
演
会
で
は
明

治
大
学
理
工
学
部
長
、
三
木
一
郎
教
授
よ

り
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
現
状
と
環
境
改
善
に

貢
献
す
る
モ
ー
タ
で
走
る
Ｅ
Ｖ
」
と
題
す

る
ご
講
話
を
頂
き
ま
し
た
。
原
発
事
故
の

後
だ
け
に
発
電
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
発

電
に
使
用
さ
れ
る
我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
現
状
と
環
境
改
善
に
役
立
つ
電
気
自
動

車
の
モ
ー
タ
に
つ
い
て
母
校
で
の
研
究
開

発
を
ご
説
明
頂
き
ま
し
た
。 

懇
親
会
で
は
今
年
新
た
に
入
会
さ
れ
た

古
江
さ
ん
、
清
野
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
校
歌
斉
唱
に
続
く
エ
ー
ル
の
石
原
さ

ん
の
指
揮
は
見
事
な
采
配
で
し
た
。 

な
お
、
会
場
に
東
日
本
大
震
災
へ
の
義

援
を
お
願
い
す
る
募
金
箱
を
設
置
し
た
と

こ
ろ
、
明
治
大
学
口
が
６
０
０
０
円
、
柏

地
域
支
部
口
が
４
万
２
０
０
０
円
集
ま
り

ま
し
た
。
地
域
支
部
分
は
、
新
聞
社
（
朝

日
、
産
経
、
毎
日
、
読
売
）
を
通
じ
て
、

１
万
５
０
０
円
に
分
け
て
募
金
し
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
支
援
に
感
謝
し
、
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
と
共
に
、
被
災
地
域
の
一
日
も 

早
い
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

                                 

               

  

平
成
23
年
６
月
５
日(

日)

、
三
井
ガ
ー
デ

ン
ホ
テ
ル
柏
に
お
い
て
千
葉
県
西
部
支
部
総

会
・
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

来
賓
と
し
て
長
堀
理
事
長
、
山
口
校
友
会

副
会
長
、
椎
名
千
葉
県
東
部
支
部
長
に
ご
臨

席
頂
き
、
猪
瀬
千
葉
県
西
部
支
部
長
、
７
地

域
支
部
長
を
は
じ
め
総
勢
１
３
０
名
余
り
が

出
席
し
て
、
22
年
度
決
算
報
告
、
23
年
度

予
算
案
を
審
議
し
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

懇
親
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
チ
ア

リ
ー
ダ
ー
の
応
援
パ
タ
ー
ン
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
チ
ア
リ
ー
ダ
の
演
技
は
遠
く
か
ら
眺

め
て
も
楽
し
い
も
の
で
す
が
、
間
近
で
み
る

と
迫
力
満
点
で
す
。
近
ご
ろ
明
大
の
人
気
が

急
上
昇
し
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
そ
の
秘
訣

は
彼
女
た
ち
の
パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る
演
技
に
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。 
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最
後
に
明
大
現
役
応
援
団
を
伴
奏
に
校

歌
斉
唱
、
歌
詞
な
し
で
３
番
ま
で
歌
い
ま

し
た
。
酔
っ
た
せ
い
も
あ
っ
て
、
歌
詞
が

か
な
り
飛
び
跳
ね
て
し
ま
い
ま
し
た
。
校

歌
は
ど
ん
な
と
き
で
も
３
番
ま
で
歌
え
る

よ
う
し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。 

              

      

明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
は
大
正

12
年
に
古
賀
政
男
氏
等
に
よ
っ
て
創
部
さ

れ
た
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
マ
ン
ド
リ
ン
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
で
す
。 

我
孫
子
地
域
支
部
は
11
年
前
か
ら
隔
年

我
孫
子
で
演
奏
会
を
開
催
し
て
い
ま
し
た
。

柏
地
域
支
部
も
前
々
回
よ
り
こ
の
催
し
に

参
加
し
、
前
回
よ
り
流
山
地
域
支
部
の
協

力
も
得
て
、
よ
り
多
く
の
皆
様
に
楽
し
ん 

で
い
た
だ
け
る
よ
う
柏
市
民
文
化
会
館
で
開

催
し
、
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

今
回
は
柏
・
我
孫
子
地
域
支
部
の
共
催
、

流
山
地
域
支
部
の
協
力
、
柏
市
教
育
委
員

会
・
孫
子
市
教
育
委
員
会
・
柏
市
社
会
福
祉

協
議
会
・
我
孫
子
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
我

孫
子
市
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
後
援
で
東
日 

本
大
震
災
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
演
奏
会

と
銘
打
っ
て
、
10
月
29
日(

土)

柏
市
民
文
化

会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
す
。 

昨
年
来
、
月
に
一
度
の
ペ
ー
ス
で
我
孫

子
・
流
山
地
域
支
部
の
実
行
委
員
と
協
議
を

重
ね
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
す
で
に
ポ

ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
も
出
来
上
が
り
、
チ
ケ
ッ

ト
の
販
売
も
始
ま
り
ま
し
た
。
お
申
し
込
み
、

問
い
合
わ
せ
は
植
田
実
行
委
員
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。（
６
頁
の
関
連
記
事
も
参
照
下
さ
い
） 

☎
０
９
０
（
１
４
０
４
）
１
１
３
８ 

Fax
０
４ 
（
７
１
３
２
）
７
５
１
５   

    今
後
は
、
身
近
な
大
小
河
川
に
川
魚
の
生

息
を
取
り
戻
す
た
め
の
環
境
改
善
策
が
早
急

な
る
検
討
課
題
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
特

定
地
域
に
環
境
改
善
特
区
を
指
定
し
て
、
国

ま
た
は
地
方
自
治
体
か
ら
予
算
を
確
保
し
、

こ
れ
を
管
理
す
る
委
員
会
の
設
立
を
提
言
し

ま
す
。
河
川
に
往
年
の
清
流
を
取
り
戻
す
こ

と
に
よ
り
、
過
去
に
多
種
生
息
し
て
い
た
川

魚
が
増
殖
回
帰
し
、
同
時
に
農
村
地
域
の
河

川
・
田
畑
・
土
壌
が
浄
化
さ
れ
ま
す
。
そ
の

結
果
、
無
公
害
な
米
と
美
味
し
い
野
菜
類
を

全
国
民
に
供
給
で
き
る
も
の
と
確
信
し
ま
す
。 

我
が
国
国
土
の
総
面
積
は
狭
く
、
山
林
地

帯
が
そ
の
７
割
を
占
め
、
農
地
に
適
用
で
き

る
平
地
は
約
３
割
で
す
。
江
戸
時
代
か
ら
昭

和
中
期
に
至
る
ま
で
、
農
地
に
隣
接
す
る
荒

地
を
人
力
で
ツ
ル
ハ
シ
・
ス
コ
ッ
プ
を
使
用

し
て
開
墾
さ
せ
、
食
料
の
増
産
を
奨
励
し
た

の
が
歴
代
政
権
の
国
策
で
し
た
。
昭
和
中
期

以
降
、
高
額
な
大
型
耕
耘
機
と
田
植
機
を
借

金
を
し
て
ま
で
競
っ
て
導
入
し
た
こ
と
に
よ

り
、
労
働
力
の
省
略
化
と
米
の
増
産
に
は
繋

が
り
ま
し
た
が
、
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
に
よ

り
、
国
際
競
争
力
は
逆
に
減
退
し
ま
し
た
。 

他
方
、
安
価
な
輸
入
小
麦
を
原
料
と
し
た

パ
ン
の
主
食
化
が
進
む
と
、
昭
和
中
期
以
降
、

米
の
消
費
量
が
大
幅
に
減
衰
し
、
米
の
過
剰

生
産
が
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
自
民
党
の
農

政
は
農
家
に
減
反
政
策
を
強
い
、
結
果
と
し

て
水
田
の
休
耕
地
と
耕
作
放
棄
地
が
増
え
ま

し
た
。
さ
ら
に
最
近
の
民
主
党
の
農
家
へ
の

個
別
所
得
補
償
が
、
農
家
の
生
産
意
欲
を
減

退
さ
せ
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
と
あ
い
ま

っ
て
、
現
在
の
国
際
競
争
力
の
な
い
日
本
の

農
業
像
が
顕
著
に
な
り
ま
し
た
。 

最
近
、
テ
レ
ビ
・
新
聞
紙
上
で
話
題
に
な

っ
て
い
る
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ

Ｐ
）
は
、
こ
れ
ま
で
国
際
間
で
進
め
て
き
た

二
国
間
協
定
の
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）

と
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
よ
り
、
さ
ら

に
例
外
な
き
関
税
の
撤
廃
を
前
提
と
し
て
チ

リ
な
ど
４
ヶ
国
が
２
０
０
６
年
に
締
結
し
た

広
域
的
な
協
定
で
、
最
近
ア
メ
リ
カ
・
韓
国

等
有
力
な
５
ヶ
国
が
参
加
を
表
明
し
て
い
ま

す
。
日
本
も
こ
の
国
際
機
運
に
乗
り
遅
れ
な

い
様
に
国
内
の
農
業
改
革
を
断
行
し
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
に
参
加
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
参
加
に
よ

っ
て
失
う
も
の
よ
り
も
得
る
メ
リ
ッ
ト
が
大

き
い
こ
と
を
理
解
す
べ
き
で
す
。
政
府
の
参

加
へ
の
大
英
断
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 
     

昭
和
35
年
法
学
部
卒 

柳
内
隆
平 

     （
柳
内
隆
平
さ
ん
は
平
成
23
年
３
月
15
日
急

逝
さ
れ
ま
し
た
。謹
ん
で
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
文
章
は
昨
年
10
月
に
お
預
か
り
し
た
原
稿

を
編
集
し
た
も
の
で
す
。
柳
内
さ
ん
の
「
我
が
国

農
業
の
原
点
考
察
」
は
全
４
回
２
年
間
に
わ
た
っ

て
連
載
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
、
こ
れ
を
ま
と
め

た
特
集
号
を
編
集
し
ま
し
た
。
興
味
の
あ
る
方
は

編
集
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。） 

      平
成
22
年
12
月
５
日
、
注
目
の
明
早
戦
。 

我
が
明
治
は
６
戦
全
勝
。
慶
応
に
敗
れ
た

早
稲
田
は
５
勝
１
敗
、
明
治
に
敗
れ
た
慶
応

も
５
勝
１
敗
。
勿
論
全
勝
の
明
治
が
有
利
で 

昭和33年政経卒 

吾郷春男 

明
早
ラ
グ
ビ
ー
観
戦
記 

 

十
月
二
十
九
日(

土) 

柏
市
民

文
化
会
館
に
て
マ
ン
ド
リ
ン
倶

楽
部
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す 

 

我
が
国
農
業
の
原
点
考
察(

四) 
昭和35年法卒 

故 柳内隆平 

平成22年5月の写真 

チアリーダーのパワー全開 
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あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
。
今
日

勝
て
ば
対
抗
戦
12
年
振
り
の
優
勝
だ
。
仮

に
敗
れ
て
も
ト
ラ
イ
数
で
勝
れ
ば
明
治
の

優
勝
が
約
束
さ
れ
て
い
る
。
心
強
い
こ
と

に
、
応
援
仲
間
は
昨
年
の
２
倍
。
横
須
賀

か
ら
駆
け
付
け
ら
れ
た
校
友
、
還
暦
を
迎

え
た
ば
か
り
、
は
つ
ら
つ
母
校
愛
豊
か
な

紅
２
点
。
期
待
と
高
揚
感
一
杯
の
４
人
で

国
立
競
技
場
へ
急
い
だ 

競
技
場
は
既
に
９
割
方
満
席
。
心
な
し

か
紫
紺
旗
の
ゆ
れ
が
海
老
茶
旗
の
そ
れ
よ

り
多
く
感
じ
ら
れ
頼
も
し
い
。
い
よ
い
よ

キ
ッ
ク
オ
フ
。
ス
タ
ン
ド
は
満
席
、
立
錐

の
余
地
も
な
い
。 

明
治
ラ
ガ
ー
は
出
足
よ
く
一
丸
と
な
っ
て

攻
め
続
け
、
早
稲
田
陣
に
迫
っ
た
。
重
戦

車
が
往
年
の
姿
を
髣
髴
さ
せ
る
強
力
な
圧

力
を
か
け
続
け
る
。
双
方
の
フ
ォ
ワ
ー
ド

が
一
進
一
退
の
攻
防
戦
10
分
間
。
だ
が
無

策
の
明
治
は
そ
れ
以
上
進
め
な
い
。
あ
と

５
メ
ー
ト
ル
だ
と
い
う
の
に
。
ス
ク
ラ
ム

が
崩
れ
、
ト
ラ
イ
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
た
。

耐
え
抜
い
て
ミ
ス
を
呼
び
反
撃
に
転
じ
た

相
手
は
生
き
返
っ
た
よ
う
に
ボ
ー
ル
を
支

配
し
続
け
、
前
半
２
ト
ラ
イ
、
ゴ
ー
ル
キ

ッ
ク
全
て
成
功
。
17
点
。
明
治
は
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
ゴ
ー
ル
の
３
点
の
み
。
後
半
や
っ

と
２
ト
ラ
イ
を
あ
げ
た
。
逆
転
に
望
み
を

つ
な
い
だ
が
、
相
手
は
逆
に
勢
い
づ
き
、

一
度
も
逆
転
な
ら
ず
、
結
局
ダ
ブ
ル
ス
コ

ア
15
対
31
で
敗
れ
た
。
最
初
の
出
だ
し

の
拙
攻
が
響
い
た
。
そ
こ
で
ト
ラ
イ
を
挙

げ
て
い
た
ら
負
け
て
も
優
勝
で
き
た
の
に
。

宇
都
宮
先
輩
の
落
胆
口
惜
し
さ
は
私
も
同

じ
。
Ｆ
Ｗ
で
押
し
き
れ
ず
、
ボ
ー
ル
の
奪 

い
合
い
に
も
負
け
、
タ
ッ
ク
ル
も
弱
い
、
ラ

イ
ン
ア
ウ
ト
も
未
熟
。
総
合
力
の
完
敗
だ
っ

た
。 次

に
早
稲
田
と
ぶ
つ
か
る
の
は
学
生
選
手

権
準
優
勝
の
筈
。
吉
田
監
督
の
魔
力
で
ボ
ー

ル
支
配
力
の
向
上
、
走
力
技
術
の
改
善
プ
ラ

ス
気
迫
の
タ
ッ
ク
ル
で
リ
ベ
ン
ジ
し
て
も
ら

い
た
い
も
の
だ
！
。 

昭
和
33
年
政
経
卒 

吾
郷
春
男 

 

                      03
年
４
月
桜
の
咲
く
頃
、
赤
坂
の
米
国
大

使
館
の
前
に
あ
る
ビ
ル
の
社
長
室
に
呼
ば
れ

た
。
私
は
デ
ン
ソ
ー
グ
ル
ー
プ
会
社
で
常
務

取
締
役
営
業
本
部
長
を
し
て
お
り
同
年
６
月

役
員
定
年
で
退
任
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

社
長
の
話
は
デ
ン
ソ
ー
施
設
部
の
機
能
分
社

を
同
年
７
月
に
立
ち
上
げ
る
た
め
、
取
締
役

で
建
設
業
の
業
務
管
理
責
任
者
と
し
て
愛
知

県
刈
谷
市
に
あ
る
デ
ン
ソ
ー
本
社
内
の
新
会

社
に
赴
任
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。 

私
は
昭
和
16
年
中
国
満
州
大
連
市
に
生

ま
れ
た
。
父
親
は
現
地
召
集
で
関
東
軍
に
入

隊
し
て
す
ぐ
に
終
戦
、
そ
の
ま
ま
シ
ベ
リ
ア

で
捕
虜
、
抑
留
さ
れ
、
極
寒
、
重
労
働
、
栄

養
失
調
で
客
死
し
た
。
私
と
母
は
戦
後
内
地

に
引
き
揚
げ
、
母
の
実
家
が
あ
る
名
古
屋
に

住
み
始
め
た
。
昭
和
22
年
の
こ
と
で
あ
る
。 

翌
年
、
名
古
屋
城
に
近
い
名
城
小
学
校
に

入
学
、
中
学
は
名
古
屋
市
の
真
ん
中
に
あ
る

前
津
中
学
に
進
み
、
昭
和
32
年
、
母
の
生
計

を
助
け
る
た
め
、
定
時
制
夜
間
高
校
（
４
年

制
）
の
菊
里
高
校
に
進
学
し
た
。
高
校
卒
業

後
、
国
家
公
務
員
初
級
、
愛
知
県
職
員
、
名

古
屋
市
職
員
試
験
を
受
験
し
て
全
て
合
格
し

た
。
名
古
屋
市
本
庁
の
計
画
局
に
配
属
さ
れ

た
が
、
職
員
の
大
半
が
大
卒
で
あ
り
、
大
学

進
学
の
夢
も
捨
て
ら
れ
ず
そ
の
年
12
月
退
職

し
て
受
験
勉
強
の
背
水
の
陣
を
し
い
た
。 

幸
い
に
も
受
験
し
た
二
、
三
の
大
学
、
学

部
全
て
合
格
し
た
。
名
古
屋
市
の
職
場
に
明

大
法
学
部
の
先
輩
が
い
て
明
大
商
学
部
を
薦

め
ら
れ
、
生
田
学
生
寮
に
入
寮
出
来
る
よ
う

手
配
し
て
頂
け
る
こ
と
で
明
大
進
学
を
決
め

た
。
こ
の
生
田
寮
の
１
年
下
に
佐
々
木
利
夫

さ
ん
が
い
た
と
昨
年
秋
、
幹
事
会
で
知
ら
さ

れ
た
時
は
世
の
中
は
広
い
よ
う
で
狭
い
と
つ

く
づ
く
思
っ
た
。 

こ
の
よ
う
に
小
、
中
、
高
と
名
古
屋
で
過

ご
し
た
私
は
名
古
屋
が
故
郷
で
あ
り
、
東
海

地
方
の
地
理
に
も
詳
し
く
友
人
も
多
く
、
社

長
か
ら
の
再
雇
用
の
話
に
不
安
は
無
く
、
快

諾
し
た
の
は
言
う
ま
で
も
無
か
っ
た
。
結
局

09
年
６
月
退
任
、
１
年
間
顧
問
で
７
年
間
名

古
屋
で
勤
め
さ
せ
て
頂
い
た
。 

 
 

 
 

 

閑
話
休
題 

苦
学
し
て
大
学
を
卒
業
し
て
入
社
し
た
会

社
は
三
井
物
産
と
米
国
Ｇ
Ｅ
社
の
合
弁
会
社

で
あ
り
Ｇ
Ｅ
社
の
空
調
機
を
松
本
市
の
工
場

で
国
産
化
し
て
販
売
す
る
会
社
で
あ
っ
た
。

Ｇ
Ｅ
社
の
空
調
機
は
Ｇ
Ｅ
社
が
独
自
に
開
発

し
た
も
の
で
当
時
国
内
メ
ー
カ
ー
で
は
ま
だ

製
造
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。 

私
は
ビ
ル
の
オ
ー
ナ
ー
、
設
計
事
務
所
、

建
設
会
社
、
設
備
会
社
を
担
当
す
る
開
発
営

業
で
、
新
方
式
の
空
調
機
の
設
計
折
込
み
に

努
力
し
て
実
績
を
伸
ば
し
た
。
こ
の
時
の
経

験
と
建
設
業
界
で
の
仕
事
は
後
々
デ
ン
ソ
ー

グ
ル
ー
プ
の
会
社
で
活
躍
す
る
の
に
大
変
役

立
っ
た
。
こ
の
間
に
、
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
（
旧

ト
ヨ
タ
自
動
車
工
業
、
旧
ト
ヨ
タ
自
動
車
販

売
、
旧
日
本
電
装
）
が
、
自
動
車
の
貿
易
摩

擦
を
緩
和
す
る
策
の
一
つ
と
し
て
米
国
製
空

調
機
を
販
売
す
る
た
め
に
資
本
参
加
し
た
。

そ
の
後
、
デ
ン
ソ
ー
出
資
の
空
調
機
の
販
売

会
社
が
設
立
さ
れ
、
私
は
そ
の
新
会
社
に
移

籍
し
た
後
そ
の
会
社
に
定
年
ま
で
勤
め
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
に
私
の
人
生
の
バ

ッ
ク
ボ
ー
ン
に
私
の
故
郷
で
あ
る
名
古
屋
の

力
が
働
い
て
く
れ
て
、
名
古
屋
の
企
業
と
深

い
係
わ
り
合
い
が
持
て
た
こ
と
は
誠
に
幸
い 

試合には敗れたが、応援では勝っていた 

名

古

屋

時

代 

昭和41年商卒 

植田宗康 
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で
あ
っ
た
。 

長
々
と
駄
文
で
恐
縮
だ
が
、
こ
こ
で
名

古
屋
勤
務
時
代
に
お
世
話
に
な
っ
た
明
治

大
学
校
友
会
名
古
屋
地
域
支
部
に
つ
い
て

紹
介
し
た
い
と
思
う
。 

校
友
会
愛
知
県
支
部
長 

小
林
一
光 

（
昭
和
35
年
農
学
部
卒
） 

名
古
屋
地
域
支
部
長 

 

天
野
俶
明 

（
昭
和
38
年
商
学
部
卒
） 

名
古
屋
校
友
会
の
役
員
に
は
代
々
受
け

継
が
れ
た
老
舗
や
著
名
企
業
の
経
営
者
が

多
く
、
ま
た
全
国
校
友
会
青
木
信
樹
名
誉

会
長
も
お
ら
れ
る
。
校
友
会
の
歴
史
も
古

く
、
会
員
数
も
多
く
活
動
は
非
常
に
活
発

で
あ
る
。
名
古
屋
地
域
支
部
の
中
に
は
比

較
的
若
い
会
員
１
０
０
余
名
が
家
族
ぐ
る

み
で
活
躍
し
て
い
る
『
紫
水
会
』、
異
業
種

交
流
会
で
あ
る
『
名
水
ク
ラ
ブ
』、
ト
ヨ
タ

自
動
車
の
販
売
会
社
に
所
属
す
る
会
員
で

構
成
さ
れ
る
『
名
豊
駿
台
会
』
が
あ
る
。 

          

私
の
思
い
出
は
な
ん
と
言
っ
て
も
愛
知

万
博
に
合
わ
せ
て
05
年
９
月
に
開
催
さ
れ

た
全
国
交
友
愛
知
大
会
で
あ
る
。
村
山
富

市
元
総
理
の
格
式
あ
る
挨
拶
や
星
野
仙
一 

氏
の
記
念
講
演
は
と
て
も
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
話
し
方
に
聞
き
惚

れ
た
。
ま
た
記
念
イ
ベ
ン
ト
は
明
大
グ
リ
ー

ク
ラ
ブ
の
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
歌
声
。
懇

親
会
で
は
名
古
屋
ど
真
ん
中
祭
り
の
踊
り
等

で
盛
り
上
が
り
、
最
後
は
１
５
０
０
名
一
同

に
よ
る
校
歌
大
斉
唱
で
あ
っ
た
。 

昭
和
41
年
商
学
部
卒 

植
田
宗
康 

       我
が
家
の
も
よ
り
の
バ
ス
停
は
「
庚
申
塚
」

と
い
い
ま
す
。
庚
申
塚
バ
ス
停
は
北
小
金
―

南
柏
間
を
往
く
東
武
バ
ス
が
北
小
金
を
出
発

し
て
、
旧
水
戸
街
道
に
沿
っ
て
国
道
６
号
線

を
横
切
り
、
上
富
士
川
の
低
湿
地
を
通
過
し

た
の
ち
、
Ｓ
字
状
に
屈
曲
す
る
行
人
坂
の
急

勾
配
を
登
り
き
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

バ
ス
停
の
名
は
庚
申
塚
で
す
が
、
付
近
に
そ

れ
ら
し
い
石
塔
は
み
あ
た
ら
な
い
の
で
、
塚

は
既
に
無
く
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。 

最
近
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
た
と

こ
ろ
、「
旧
水
戸
街
道
の
庚
申
塚
バ
ス
停
付
近

の
土
手
に
二
基
の
庚
申
塔
が
あ
る
」
と
い
う

記
事
を
み
つ
け
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
現
地
で

確
認
す
る
と
、
バ
ス
停
か
ら
40
ｍ
く
ら
い
北

小
金
に
向
か
っ
た
左
の
路
肩
に
、
庚
申
講
の

本
尊
で
あ
る
金
剛
様
が
彫
ら
れ
た
石
塔
（
1.0

ｍ
）
と
、「
青
面
金
剛
」
と
い
う
文
字
が
刻
ま

れ
た
石
塔(

0.6
ｍ)

が
並
ん
で
建
っ
て
い
ま
し

た
。
バ
ス
停
か
ら
少
し
離
れ
て
い
て
、
周
囲

の
風
景
に
よ
く
溶
け
込
ん
で
い
た
の
で
、
名

前
の
由
来
と
な
っ
た
塚
と
は
気
づ
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
よ
く
み
る
と
、
金
剛
像
が
彫
ら
れ

た
大
き
い
石
塔
に
は
享
保
九
甲
辰
年
十
月
吉

日
小
金
領
中
新
宿
村
の
講
中
十
三
名
と
記
さ

れ
、
青
面
金
剛
の
文
字
が
彫
ら
れ
た
小
さ
い

石
塔
に
は
宝
暦
十
二
壬
午
年
十
月
と
記
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
年
代
を
西
暦
に
直

す
と
、
そ
れ
ぞ
れ
１
７
２
４
年
、
１
７
６
２

年
に
な
り
ま
す
。 

庚
申
塚
は
庚
申
講
が
成
就
し
た
記
念
に
建

立
す
る
も
の
で
す
。
庚
申
講
は
60
日
に
１
度

の
庚
申
の
日
に
人
々
が
集
っ
て
宴
会
を
行
な

う
行
事
で
、
そ
れ
が
18
回
繰
り
返
さ
れ
る
と

大
願
成
就
し
て
長
寿
が
か
な
う
と
い
わ
れ
ま

す
。
ち
な
み
に
近
く
の
行
念
寺
に
は
「
明
和

四
丁
亥
年
（
１
７
６
７
年
）
十
九
夜
女
中
講

中 

十
月
吉
日 

中
新
宿
村
」
銘
の
十
九
夜
塔

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
子
宝
や
安
産
祈
願
の

た
め
、
旧
暦
19
日
の
夜
に
村
の
若
妻
た
ち
が

集
り
、
供
物
を
供
え
念
仏
を
唱
え
な
が
ら
月

の
出(

夜
10
時
こ
ろ)

を
待
つ
、
と
い
う
行
事

を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。 

歴
史
を
振
り
返
る
と
石
塔
建
立
の
の
ち
、

当
地
は
浅
間
山
の
大
噴
火(

１
７
８
３
年)

や

天
明
の
大
飢
饉(

１
７
８
２
～
１
７
８
８
年)

な
ど
の
天
災
に
見
舞
わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、

幕
末
の
動
乱
、
明
治
の
新
制
度(

１
８
６
７

年)

、
小
金
牧
の
入
植
、
終
戦(

１
９
４
５
年)

、

戦
後
の
混
乱
な
ど
を
経
て
、
現
在
に
至
り
ま

す
。
そ
の
間
、
中
新
宿
の
人
口
は
石
塔
建
立

時
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
大
き
く
変
わ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
首
都
圏
の
膨
張
に
よ
り
最
近

80
年
間
で
実
に
１
０
０
倍
に
膨
れ
あ
が
り
ま

し
た
。
塚
周
辺
に
も
マ
ン
シ
ョ
ン
が
林
立
し
、

街
の
景
観
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。 

そ
れ
で
も
、
庚
申
講
や
十
九
夜
女
中
講
の

精
神
は
、
代
々
こ
の
地
に
住
み
続
け
る
方
々

の
ご
尽
力
も
あ
っ
て
、
今
も
町
会
や
婦
人
会

等
に
確
実
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
先
人

が
石
塔
に
託
し
た
相
助
と
ゆ
と
り
の
精
神
は
、

庶
民
が
と
も
に
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
の
生

活
の
知
恵
だ
と
い
え
ま
す
。
中
新
宿
の
庚
申

塚
は
既
に
３
０
０
年
近
く
町
外
れ
の
路
傍
に

た
た
ず
み
、
時
代
と
共
に
変
遷
す
る
人
び
と

の
暮
ら
し
を
見
守
り
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
道
行
く
人
々
を
見
守
り
、
塚
の
建

立
に
込
め
ら
れ
た
知
恵
を
子
子
孫
孫
ま
で
伝

え
続
け
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。 

昭
和
53
年
工
学
部
卒 

山
田
秋
彦 

 

         
   

今
年
２
月
、
校
友
会
々
員
の
親
睦
を
深
め
、

会
員
の
趣
味
を
生
か
す
こ
と
を
目
的
と
し
た

サ
ー
ク
ル
活
動
の
参
加
状
況
を
会
員
１
０
４

名
に
ア
ン
ケ
ー
ト
し
た
結
果
は
次
の
通
り
。 

サ
ー
ク
ル
活
動
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
報
告 

 

庚

申

塚

の

話 

昭和５３年工卒 

山田秋彦 

中新宿の庚申塚 
右 青面金剛 文字塔（1762年） 
左 金剛像塔（1724年） 

名古屋城は金の鯱が有名である。鯱は雨を
降らす防火の守り神。徳川家康が築城した
時の金鯱は慶長大判１９４０枚（現在の相
場で６億円以上）と云われている。 
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回
答
者
数 

20
名
（
複
数
回
答
） 

一 

ゴ
ル
フ
同
好
会 

 
 

 
 

12
名 

二 

タ
ウ
ン
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

 

15
名 

三 
ス
ポ
ー
ツ
観
戦 

 
 

 
 

６
名 

四 
写
真
ク
ラ
ブ 

 
 

 
 

 

１
名 

五 

詩
吟
倶
楽
部 

 
 

 
 

 

７
名 

六 

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会 

 
 

 

２
名 

１
０
０
名
余
の
会
員
数
の
割
合
か
ら
し

て
回
答
者
数
が
少
な
い
の
は
意
外
で
あ
る
。

サ
ー
ク
ル
活
動
が
定
着
し
て
い
な
い
現
状

の
表
れ
と
思
う
。
又
、
回
答
者
の
年
齢
層

が
卒
業
年
度
か
ら
見
て
60
歳
後
半
以
上
で

あ
り
、
若
い
年
齢
層
が
い
な
い
の
は
仕
事

や
家
族
サ
ー
ビ
ス
等
自
由
時
間
が
少
な
い

た
め
に
参
加
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

定
番
の
ゴ
ル
フ
同
好
会
は
兎
も
角
タ
ウ

ン
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
種
々
の
サ
ー
ク
ル
の

中
で
人
気
が
あ
る
。
今
年
前
半
は
天
候
に

よ
る
中
止
や
大
震
災
に
よ
り
自
粛
し
た
が
、

今
後
も
積
極
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま

れ
る
。 

又
、
野
球
、
ラ
ク
ビ
ー
の
明
早
戦
、
ス

ポ
ー
ツ
観
戦
も
人
気
が
あ
る
が
、日
頃
中
々

観
戦
で
き
な
い
馬
術
競
技
観
戦
を
企
画
す

る
の
も
良
い
か
と
思
う
。
希
望
者
が
少
な

い
写
真
ク
ラ
ブ
、
ボ
―
リ
ン
グ
大
会
は
再

検
討
が
必
要
で
あ
る
。 

新
た
な
サ
ー
ク
ル
活
動
と
し
て
若
い
年

齢
層
、
現
職
の
会
員
を
対
象
と
し
た
東
京

に
勤
務
す
る
会
員
の
異
業
種
交
流
会
を
企

画
す
る
の
も
良
い
か
と
思
う
。
異
業
種
交

流
会
は
情
報
の
交
換
の
場
で
あ
り
、
現
職

の
会
員
が
仕
事
の
面
で
役
に
立
て
ば
こ
の

上
も
な
い
利
点
が
あ
る
。
柏
、
流
山
、
我 

孫
子
の
地
域
支
部
と
合
同
で
行
え
ば
校
友
間

に
広
が
り
が
で
き
て
更
に
良
い
か
も
知
れ
な

い
。
異
業
種
交
流
会
が
実
現
で
き
る
こ
と
を

望
み
た
い
。
誰
か
旗
振
り
役
を
引
き
受
け
て

く
れ
る
方
お
り
ま
せ
ん
か
？ 

 
 

事
業
担
当
幹
事 

植
田 

宗
康 

  

●
新
春
の
集
い 

平
成
23
年
１
月
23
日
、
柏
駅
西
口
の
麗

宮
飯
店
に
お
い
て
、
恒
例
の
柏
地
域
支
部
「
新

春
の
集
い
」
が
開
か
れ
、
34
名
の
校
友
が
集

ま
り
ま
し
た
。
昨
年
新
た
に
入
会
し
た
３
人

の
出
席
者
の
紹
介
が
あ
り
、
そ
の
後
、
出
席

者
全
員
の
簡
単
な
自
己
紹
介
が
行
わ
れ
、
歓

談
を
通
じ
て
会
員
間
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。 

●
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

平
成
23
年
５
月
18
日
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で

人
気
の
高
か
っ
た
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

実
施
し
て
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
取
手
工
場
を
見
学

し
ま
し
た
。
参
加

者
は
５
名
と
少
な

め
で
し
た
が
、
試

飲
で
ほ
ろ
酔
い
気

分
と
な
り
、
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。 

キ
リ
ン
ビ
ー
ル

取
手
工
場
は
Ｊ
Ｒ

取
手
駅
西
口
か
ら

バ
ス
で
10
分
位

の
国
道
６
号
線
沿

い
に
立
地
し
て
い

ま
す
。
工
場
敷
地

は
26
万
㎡
と
広
い
が
殆
ん
ど
自
動
化
さ
れ
て

お
り
、
従
業
員
は
２
０
０
人
と
多
く
あ
り
ま

せ
ん
。
工
場
は
環
境
に
配
慮
さ
れ
て
お
り
、

ビ
ー
ル
つ
く
り
に
使
っ
た
水
は
工
場
内
の
排

水
処
理
設
備
で
全
量
浄
化
さ
れ
る
。
排
水
処

理
設
備
で
発
生
す
る
バ
イ
オ
ガ
ス
を
利
用
し

た
バ
イ
オ
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
・
コ
ジ
ェ
ネ
シ
ス

テ
ム
の
導
入
、
夜
間
電
力
の
有
効
利
用
に
よ

る
電
力
貯
蔵
電
池
の
導
入
、
太
陽
光
発
電
の

導
入
な
ど
省
エ
ネ
と
環
境
保
全
に
努
力
し
て

い
る
そ
う
で
す
。 

●
詩
吟
ク
ラ
ブ
『
柏
明
吟
研
会
』 

５
月
19
日
、
詩
吟
倶
楽
部
『
柏
明
吟
研
会
』

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
講
師
は
詩
吟
歴
33
年

神
風
流
匡
風
会
会
長
代
範
、
宗
師
の
吾
郷
幹
事

で
す
。
会
員
の
菊
地
さ
ん
は
長
年
詩
吟
を
さ

れ
て
お
り
国
神
会
七
段
で
大
変
お
上
手
で
す
。

初
日
は
【
鞭
声
粛
々
・
・
・
】
で
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
川
中
島
（
通
称
）
の
名
詩
で
始
ま

り
ま
し
た
。 

詩
吟
の
呼
吸
法
で
あ
る
腹
式
呼
吸
で
、
腹

の
底
に
力
を
入
れ
て
大
き
な
声
を
思
い
切
り

出
し
て
謡
い
ま
す
。
健
康
に
は
と
て
も
良
い

よ
う
で
す
。
新
規
入
会
の
方
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
詩
吟
初
め
て
の
方
大
歓
迎
。 

        

●
定
期
ゴ
ル
フ
大
会 

６
月
７
日
（
火
）、
紫
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
・

あ
や
め
コ
ー
ス
に
て
第
６
回
柏
・
流
山
地
域

支
部
懇
親
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

参
加
人
数
は
30
名
（
柏
17
名
、
流
山
13

名
）
と
初
参
加
も
多
く
、
参
加
人
数
は
過
去

最
高
で
し
た
。
梅
雨
の
中
休
み
と
い
う
か
一

日
中
曇
り
空
で
暑
く
も
な
く
、
林
間
コ
ー
ス

の
新
緑
の
も
と
で
和
気
藹
々
、
ま
た
真
剣
に

プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

優
勝
者
は
光
崎
親
一
さ
ん
（
流
山
）、
準
優

勝
は
竹
之
内
明
さ
ん
（
柏
）
３
位
は
永
井
康

雄
さ
ん(

柏)

と
な
り
、
栄
え
あ
る
ブ
ー
ビ
ー
賞

は
初
参
加
の
広
井
武
昭
さ
ん(

流
山)

で
し
た
。

次
回
は
柏
地
域
支
部
が
幹
事
と
な
り
11
月
に

開
催
の
予
定
で
す
。
是
非
と
も
多
数
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

イ
ベ
ン
ト
活
動
報
告 

『キリンビアパーク取手』試飲でほろ酔い気
分、ガイドのお嬢さんと和む参加者 

６月２３日詩吟クラブに出席し

た会員の方々（２名欠席） 
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  ●
総
務
委
員
会 

「
お
詫
び
と
お
願
い
」 

先
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
総
会
に
、
ご
参

加
さ
れ
な
か
っ
た
方
々
へ
、
総
会
資
料
と
、

校
友
会
柏
地
域
支
部
会
費
の
振
込
み
用
紙

を
お
送
り
し
ま
し
た
が
、
年
会
費
の
金
額

を
明
記
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。
金
額
は
３
０
０
０
円
で
す
。

お
手
数
で
す
が
、
ご
記
入
の
う
え
お
振
込

み
願
い
ま
す
。 

●
事
業
委
員
会 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
、

恒
例
の
定
期
ゴ
ル
フ
大
会
の
ほ
か
新
た
に
、

タ
ウ
ン
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
詩
吟
ク
ラ
ブ
が

発
足
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

●
組
織
強
化
委
員
会 

以
前
千
葉
県
西
部
支
部
総
会
の
は
が
き
に

返
信
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
入
会
と
総
会
の

案
内
状
を
送
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
含
め
、

新
た
に
入
会
さ
れ
た
６
名
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

昭
和
34
年 

経
卒 

瀧
澤
正
保
さ
ん 

昭
和
34
年 

法
卒 

古
江
栄
一
さ
ん 

昭
和
41
年 

商
卒 

清
野
伸
雄
さ
ん 

昭
和
49
年 

工
卒 

片
倉
慶
孝
さ
ん 

昭
和
49
年 

商
卒 

金
田
登
志
男
さ
ん 

昭
和
55
年 

農
卒 

渡
来
正
吉
さ
ん 

こ
の
ほ
か
入
会
検
討
中
と
答
え
た
29
名
の

方
に
は
資
料
を
お
送
り
し
ま
し
た
。
な
お
返

信
は
が
き
の
コ
メ
ン
ト
に
、
寄
付
や
選
挙
応

援
を
懸
念
す
る
記
述
が
あ
り
ま
し
た
が
、
本

会
で
は
寄
付
や
選
挙
投
票
を
強
要
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
心
し
て
ご
参
加
下
さ
い
。 

●
実
行
委
員
会 

第
６
回
明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
東

日
本
大
震
災
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
演
奏

会
が
10
月
29
日(

土)

柏
市
民
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
二
胡
演

奏
家 

曹 

雪
晶
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
マ

ン
ド
リ
ン
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
名
曲
の
数
々

を
演
奏
し
ま
す
。 

又
、
今
回
は
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
演
奏
会
で
も
あ
り
ま
す
。
一
人

で
も
多
く
の
校
友
会
々
員
の
皆
様
方
の
参
加

を
心
か
ら
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。
演
奏
会

の
チ
ラ
シ
、
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
申
込
書
を
同

封
し
ま
す
。
早
め
に
申
込
み
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。（
校
友
会
々
員
は
１
枚
に
限

り
入
場
券
を
２
０
０
０
円
と
し
ま
す
） 

 

●
情
報
委
員
会 

会
員
間
の
情
報
共
有
を
促
進
す
る
た
め
、

新
た
に
情
報
委
員
会
が
発
足
し
ま
し
た
。
ご

期
待
下
さ
い
。
情
報
発
信
の
第
一
歩
と
し
て
、

ま
ず
会
報
誌
へ
の
投
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 ●
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

次
回
は
９
月
実
施
の
予
定
で
す
。
大
勢
の

参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
参
加
希
望
の

方
は
植
田
幹
事
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。 

■
第
１４
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー 

10
月
16
日(

日)

駿
河
台
キ
ャ
パ
ス
に
て 

今
年
は
昭
和
36
年
、
46
年
、
56
年
、
平
成

３
年
、平
成
13
年
の
方
が
招
待
の
対
象
で
す
。 

●
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
演
奏
会 

「
実
行
委
員
会
」
記
事
、
２
頁
の
記
事
参
照 

■
明
治
大
学
創
立
１
３
０
周
年
記
念 

第
４７
回 

全
国
校
友
東
京
大
会 

11
月
３
日(

祝
・
木)  

式
典
・
講
演 

13
時
開
演 

明
治
大
学
ア
カ
デ
ミ
ー
ホ
ー
ル 

懇
親
会 

17
時
30
分
開
演 

帝
国
ホ
テ
ル
孔
雀
の
間 

お
問
い
合
わ
せ
は
宇
都
宮
支
部
長
ま
で 

☎
０
４
（
７
１
７
３
）
７
３
０
１ 

●
ゴ
ル
フ
大
会 

１１
月
開
催
予
定(

年
２
回
開
催) 

 

詳
細
は
加
茂
幹
事
長
ま
で 

○
講
談
鑑
賞
会*

 

寶
井
講
談
修
羅
場
塾
第
五
十
二
回
公
演 

12
月
４
日(

日)

、
お
江
戸
日
本
橋
亭 

佐
々
木
琴
山
こ
と
本
会
会
員
佐
々
木 

利
夫
さ
ん
が
出
演
予
定(

無
料) 

 

○
第
九
演
奏
会*

 

12
月
25
日(

日)

14
時
開
演
、
流
山
文 

化
会
館
大
ホ
ー
ル
、
本
会
会
員
の
勝
俣 

さ
ん
が
合
唱
に
出
演(

２
０
０
０
円) 

 

●
来
年
の
新
春
の
集
い 

恒
例
の
「
新
春
の
集
い
」
は
１
月
下 

旬
開
催
の
予
定
で
す
。 

*

お
問
い
合
わ
せ
は
各
出
演
者
ま
で 

 

イ
べ
ン
ト
の
お
知
ら
せ 

訃
報 

平
成
22
年
10
月
、
昭
和
24
年
旧
政

経
卒
の
本
会
会
員
・
高
宮
昭
様
が
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
22
年
11
月
15
日
、
平
成
元
年

工
学
部
卒
の
本
会
幹
事
・
小
林
健
一
様

が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
23
年
３
月
15
日
、
昭
和
35
年

法
卒
の
本
会
幹
事
・
柳
内
隆
平
様
が
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。 

謹
ん
で
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

イベントのマーク ●：当会が主催・共催・協賛、■：上位組織が主催、○：当会会員の出演するイベント(確認できたもの) 

委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 


